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共振器増強ラマン分光法によるガス分析技術の開発 

 
 
目  的 

小型で応答の速い微量ガス分析装置の実現を目指し，高フィネスのファブリ・

ペロー型外部共振器を用いて半導体レーザを増幅する共振器内ラマン分光法に

関する研究開発を行った。 
 

 
主な成果 

青紫色（中心波長 416 nm）領域で発光する AR（Anti-Reflection：反射防止）

コート付きレーザダイオードと，一対の高反射ミラーからなるファブリ・ペ

ロー型外部共振器を組み合わせた外部共振器型半導体レーザを構築し，注入電

流 60 mAでの動作時に共振器内部に 30～50 W程度の強力な定在波を生成可能

であることを実証した。この共振器内定在波のパワーは，ラマン分光法によっ

て ppm オーダの微量混合ガスを実時間測定するのに十分な水準に達しており，

標準ガスを用いた検証実験によってガス分析能力を確かめた。開発した光源は，

これまでにない小型・高感度・高速応答を実現するラマン分光方式のガス分析

計として実用化できる可能性があり，社会実装に向けた取り組みを継続してい

く予定である。 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 
図 1 外部共振器の内部で増幅された半導体レーザ 

 

 
図 2 開発した光源を用いたガス分析事例（水素ガス中のメタン 100 ppmの測定） 
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